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ドメインの追加
ドメインとは、ユーザのグループです。グループごとにシステムユーザを 1名以上任命し、その
ユーザにドメイン内のユーザに対するサービスの管理を任せることができます。また、ドメイン

にはルールまたはポリシーを設定できます。これらのルールとポリシーは、そのドメイン内のユー

ザのサービスに適用されます。ドメイン内の運用に共通のポリシーを適用することも可能です。

1人のユーザが複数のドメインを管理できます（そのユーザに適切な承認権限が割り当てられて
いる場合）。ユーザのすべてのサービスは、そのユーザを追加するときに指定したサービスエリ

アでプロビジョニングされます（ユーザを追加するには、[ユーザプロビジョニング（User
Provisioning）]を選択します）。

ドメインを作成した後、新しいドメインにアクセスできるサービスエリアとユーザ権限を追加で

きます。サービステンプレートを作成し、サービスエリアとユーザ権限に割り当てることもでき

ます。また、1つのサービステンプレートを、サービスエリアとユーザ権限の複数の組み合わせ
に関連付けることも可能です。

ドメインを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [追加（Add）]をクリックし、[ドメイン（Domains）]ページで新しいドメインを追加します。
ステップ 3 [コールプロセッサ（Call Processors）]、[メッセージプロセッサ（MessageProcessors）]、[同期ルー

ル（Synchronization Rules）]、[LDAP設定（LDAP Settings）]などの必要なフィールドに入力し、
[保存（Save）]をクリックします。[名前（Name）]フィールドにドメイン名を入力する必要があ
ります。使用できる文字は、スペース、英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、および特殊文字 _ - ./
: ; = ? @ ^ ‘ { } [ ] | ~です。

既存のドメインを編集するには、左ペインでドメインのリストを展開し、編集するドメインをク

リックします。また、[すべてのドメイン（All Domains）]をクリックし、テーブルからドメイン
を選択して [編集（Edit）]をクリックする方法もあります。

サービスエリアの追加
サービスエリアを設定するときは、次の操作を実行できます。

•コールプロセッサと関連するオブジェクト（Cisco Unified Communications Managerではルー
トパーティション、デバイスプールなど）を指定することにより、サービスエリアを対応

するコールプロセッサオブジェクトにマッピングします。同様に、サービスエリアをユニ

ファイドメッセージプロセッサとユニファイドプレゼンスプロセッサにマッピングしま

す。

•サービスエリアのユーザタイプを指定します（サービスエリアから製品をオーダーできる
のは、サービスエリア内のユーザだけです）。

ドメインルールのDefaultUserTypeに基づくデフォルトのユーザ権限は [従業員（Employee）]
です。

•サービスエリアユーザの電話番号ブロックを作成します。

•選択したコールプロセッサにプレゼンスプロセッサが関連付けられている場合に、ユニファ
イドプレゼンスプロセッサの設定にプレゼンスプロセッサを表示します。

サービスエリアをドメインに割り当てた後で、別のドメインに移動することはできません。

また、コールプロセッサ、ユニファイドメッセージプロセッサ、またはユニファイドプレゼ

ンスプロセッサをサービスエリアに割り当てた後で、それらを変更することもできません。

（注）

サービスエリアを追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [すべてのドメイン（AllDomains）]ペインで特定のドメインを展開し、[サービスエリア（Service

Areas）]をクリックします。
ステップ 3 サービスエリアを作成するドメインを選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスエリアの設定（ServiceAreaConfiguration）]ページで、必要なフィールドに入力して [保

存（Save）]をクリックします。次の表に必須フィールドを示します。

既存のサービスエリアを編集するには、左ペインでサービスエリアのリストを展開し、編集する

サービスエリアをクリックします。また、テーブルからサービスエリアを選択し、[編集（Edit）]
をクリックする方法もあります。

表 1：サービスエリア設定のフィールド

説明フィールド

サービスエリアの共通のデバイス設定。[共通デバイス設定（Common
Device Config）]では、次の設定を制御できます。

• [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]

• [ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）]

• [ネットワーク保留MOH音源（NetworkHoldMOHAudioSource）]

• [ユーザロケール（User Locale）]

• [MLPP通知（MLPP Indication）]

• [MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]

• [MLPPドメイン（MLPP Domain）]

[共通デバイス設定
（Common Device
Config）]

デバイスに割り当てられるロケーション。サービスエリアを追加す

る場合、開始ウィザードでドメインに関連付けられたいずれかのコー

ルプロセッサを追加しているなら、このフィールドは任意です。

参照先

サービスエリアのルートパーティション。これは、Cisco Unified
Communications Managerのパーティションと同じです。

パーティション

サービスエリアのデバイスプール。[デバイスプール（Device
Pool）]
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説明フィールド

サービスエリアの音声ゲートウェイ参照。[音声ゲートウェイ参照
（Voice Gateway
References）]

CiscoUnityConnectionに対してのみ使用可能で、InternetMessageAccess
Protocol（IMAP）クライアントのサポート用に外部 Exchange Server
と統合されます。

CiscoUnity Connectionで IMAP用のExchange Serverを設定するには、
Cisco Unity Connectionシステムで [システム設定（System Settings）]
> [外部サービス（External Services）] > [新規追加（Add New）]を選
択し、必要なフィールドに入力します。

[電子メールプロセッサ
（Email Processors）]

ユニファイドメッセージプロセッサのユーザに対してユニファイド

メッセージングを無効にするために使用される加入者テンプレート。

[TTSが有効でない加入者
テンプレート（Subscriber
Template without TTS
Enabled）]

ユニファイドメッセージプロセッサのユーザに対してユニファイド

メッセージングを有効にするために使用される、サービスクラステ

ンプレート。これは、加入者テンプレートとともに使用されます。

CoSの TTSを有効にするには、Cisco Unity Connectionで次の設定を
行う必要があります。

• [IMAPクライアントを使用したボイスメールへのアクセスを許
可する（Allow Users to Access Voice Mail Using an IMAP Client）]
フィールド（[ライセンス機能（Licensed Features）]の下）を選
択します。

• [高度な機能へのアクセスを許可する（Allow Access to Advanced
Features）]フィールドおよび [テキスト/スピーチ（TTS）を使用
したExchang電子メールへのアクセスを許可する（Allow Access
to Exchange Email byUsing Text to Speech (TTS)）]フィールド（[ラ
イセンス機能（Licensed Features）]の下）を選択します。

[TTSが有効な加入者CoS
（Subscriber CoS with TTS
Enabled）]

ユニファイドメッセージプロセッサの加入者に対してユニファイド

メッセージングを有効にするために使用される、サービスクラステ

ンプレート。これは、加入者テンプレートとともに使用されます。

[TTSが有効でない加入者
CoS（Subscriber CoS
without TTS Enabled）]

サービスエリアに割り当てられている電話番号ブロック。電話番号

ブロックの追加, （5ページ）を参照してください。
[電話番号ブロック
（Directory Number
Blocks）]
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• [共通デバイス設定（CommonDeviceConfig）]、[ロケーション（Location）]および [パーティ
ション（Partition）]フィールドは、Cisco Unified Communications Managerにのみ適用されま
す。

• [TTSが有効な加入者 CoS（Subscriber CoS with TTS Enabled）]、および [TTSが有効でない加
入者CoS（Subscriber CoSwithout TTS Enabled）]フィールドは、UnityおよびUnity Connection
にのみ適用されます。

電話番号ブロックの追加
電話番号ブロック内の番号は、それらが作成される Cisco Unified Communications Managerに対し
て相対的です。Prime Collaboration Provisioningでは、電話番号は Cisco Unified Communications
Managerと同様に処理されます。

新しい電話番号ブロックを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 左のセレクタペインでドメインおよびサービスエリアを展開し、目的のサービスエリアを選択し

ます。

ステップ 3 [電話番号ブロック（DirectoryNumberBlock(s)）]フィールドで、[行の追加（AddRow）]をクリッ
クします。

ステップ 4 目的のフィールドに入力して、[保存（Save）]をクリックします。

[最小長（MinimumLength）]フィールドは、プレフィックスを除く電話番号の最小桁数です。
番号にゼロを埋めるためにシステムによって使用されます。たとえば、Prefix = 408、First
Number = 0、LastNumber = 100、MinimumLength= 4の場合、電話番号ブロックの範囲は 4080000
～ 4080100になります。

（注）

•編集するには、電話番号ブロックを選択して [編集（Edit）]をクリックします。必要な変更
を行って、[保存（Save）]をクリックします。

•変更をキャンセルするには、[キャンセル（Cancel）]をクリックします。

•電話番号ブロックを削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。
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ユーザ権限の追加
Prime Collaboration Provisioningはユーザ志向のプロビジョニング製品であり、人間のユーザと、
userIDで定義されるオープンスペースの場所が必要です。これにより、共有エリアのユーザとデ
バイスを簡単に特定することができます。ユーザロールは複数の目的に使用できます。ユーザ

ロールは、ポリシーを適用し、請負業者、役員、販売員といったさまざまなユーザタイプ向け

に、注文可能な製品とサービスを制御します。これらは、オーダー時にオーダー管理者に表示さ

れる選択肢を制御するフィルタリングプロセスでも使用されます。また、ユーザロールの設定

は、自動サービスプロビジョニング処理の際、特定のユーザタイプ向けに、オーダーされるサー

ビスと適用されるサービステンプレートを決定します。管理者はさまざまなサービスレベルを定

義するために、多数のユーザロールを作成できます。

デフォルトのユーザ権限は次のとおりです。

• [従業員（Employee）]：新しいユーザに割り当てられるデフォルトの権限です。

デフォルトロールはドメインルールで設定されます。（注）

[従業員（Employee）]ユーザ権限は、組織内での従業員の標準的な設定に合わせておく必要
があります。[従業員（Employee）]ユーザ権限をニーズに合わせて設定しておかないと、サー
ビスオーダープロセスの間に必要なオプションが表示されなくなります。

• [エグゼクティブ（Executive）]：より多くのサービス設定を持つ追加権限です。

• [疑似（Pseudo）]：Cisco Unified CMに関連するユーザのないエンドポイントのプロビジョニ
ングに使用されます。[疑似（Pseudo）]ユーザはコールマネージャに登録されておらず、名
前の変更も削除も行えません。

最初にユーザを追加してから（ユーザの追加を参照）、ユーザに疑似ユーザ権限を割り当てま

す。

疑似ユーザは、電話と電話番号インベントリの管理を実行できます。

擬似ユーザには 1つ以上のエンドポイントを関連付けることができます。たとえば、会議室は一
つ以上のエンドポイントを持つ疑似ユーザとして、建物は数百のエンドポイントが関連付けられ

る疑似ユーザとすることができます。

これらのユーザ権限は、Cisco Prime Collaboration Provisioningの各ドメインに存在します。ユーザ
権限の各セットは、各ドメインで事前定義済みのユーザ権限を追加、削除、変更することでカス

タマイズできます。

ユーザ権限を追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [すべてのドメイン（AllDomains）]ペインで特定のドメインを展開し、[ユーザ権限（UserRoles）]

をクリックします。

ステップ 3 特定のドメインページの [ユーザ権限（User Roles）]で、[追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザ権限の設定（User Role Configuration）]ページで、ユーザ権限名、タイプ、ドメイン、回

線、サービス、サービスバンドルの必須詳細情報を入力し、[保存（Save）]をクリックします。
ユーザロール名で有効な値は、英数字（a～ z、A～Z、0～ 9）、ピリオド（.）、ハイ
フン（-）、アットマーク（@）、アンダースコア（_）ですが、引用符（"）、山カッ
コ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセンテージ（%）
を含めることはできません。

（注）

ステップ 5 続行するには [保存（Save）]をクリックします。

•ユーザ権限を設定するには、目的のユーザ権限を選択し、特定のドメインのユーザ権限で [編
集（Edit）]をクリックします。

•ユーザ権限を削除するには、目的のユーザ権限を選択し、特定のドメインのユーザ権限で [削
除（Delete）]をクリックして [OK]をクリックします。

•ユーザ権限クイックビューには、ユーザ権限に対して選定されたドメイン、エンドポイント
の数、サービス、サービスバンドルが表示されます。

ユーザ権限とサービスの関連付け

特定のエンドポイントに権限が関連付けられているユーザだけが、そのサービスをオーダーでき

ます。エンドポイントとサービス、個々のサービスのオーダーを作成するか、またはバンドルさ

れたサービスをオーダーできます。表 1を参照してください。

手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [すべてのドメイン（AllDomains）]ペインで特定のドメインを展開し、[ユーザ権限（UserRoles）]

をクリックします。

ステップ 3 選択したドメインペインの [ユーザ権限（User Roles）]で [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 ユーザ権限の名前を指定し、目的のエンドポイント、回線、サービス、およびサービスバンドル

と関連付けます。[エンドポイント（Endpoints）]、[サービス（Services）]、および [サービスバン
ドル（Service Bundles）]は必要な数だけ選択できます。

ユーザ権限の設定を変更するには、[ユーザ権限（User Roles）]を選択します。特定の
ドメインの [ユーザ権限（UserRoles）]で、目的のユーザ権限を選択して [編集（Edit）]
をクリックします。

（注）
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ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ドメインの同期
ドメインの同期では、同期からデータを集約します。ドメイン同期の実行中にデバイスがアクセ

スされることはありません。

ドメインの同期中、Prime Collaboration Provisioningは以下を実行します。

•ユーザおよびユーザのサービスとプロビジョニングインベントリを同期し、新しいユーザを
作成して、レコードを更新します。

•ユーザアカウントを同期し、Prime Collaboration Provisioningを更新してユーザがログインで
きるようにします（ログインはセルフケアルールが有効の場合にのみ作成されます。『Cisco
Prime Collaboration Provisioning - Standardおよび Advanced、11.xガイド』の「ビジネスルー
ルの説明」を参照）。

•サービスをサービスエリアに関連付けます。

• UnityConnectionまたはUnityExpressの割り当てられたボイスメール電話番号を、CiscoUnified
Communications Managerのボイスメール電話番号と同期させます。

ドメインを完全に同期するには、ドメイン内の各デバイスのインフラストラクチャとユーザの同

期を実行してから、ドメインの同期を実行する必要があります。

次の手順を実行してドメインを同期させます。

はじめる前に

同期ルールが設定されていないと、ドメインの同期を開始できません。

手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [ドメイン（Domains）]テーブルから、同期するドメインの [クイックビュー（QuickView）]をポ

イントし、[ドメイン同期の開始（Start Domain Synchronization）]をクリックします。
ドメインの同期が正常に開始されたことを示すポップアップが表示されます。クイックビューの

[前回の同期（LastSynchronization）]フィールドに、同期のステータスが開始時刻および完了時刻
とともに表示されます。
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インフラストラクチャ設定インスタンスの追加
インフラストラクチャ設定インスタンスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）] > [インフラストラクチャ設定
（Infrastructure Configuration）]を選択します。使用できるすべてのデバイスが左ペインにリスト
されます。

ステップ 2 デバイスのインフラストラクチャ製品を表示するには、それぞれのデバイスを展開します。

ステップ 3 目的のインフラストラクチャ製品をクリックし、その製品を相互起動するか、ネイティブに起動

します。

•相互起動すると、そのデバイスの [検索およびリスト（Find and List）]ページが表示されま
す。[新規追加（Add New）]をクリックし、必要な情報を入力して [保存（Save）]をクリッ
クします。

•インフラストラクチャ製品の一部（10.0よりも前のバージョン）はネイティブで開始されま
す。製品インスタンスを追加し、Provisioning内で設定するには次の手順を実行します。

1 [追加（Add）]をクリックして、[インフラストラクチャ設定 -製品インスタンスの設定
（Infrastructure Configuration - configure Product Instance）]ページで必要な情報を入力しま
す。フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示します。

2 [適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックします。

[適用（Apply）]では、設定がただちにデバイスへ送信されます。[下書きとして保存（Save
asDraft）]では、設定がローカルにのみ保存されます。後でサービスをデバイスに送信す
るには、[適用（Apply）]をクリックするか、インフラストラクチャ設定スケジューリン
グ機能を使用します。

また、[下書きとして保存（Save as Draft）]を選択すると、オブジェクトのプロビジョニ
ング状態が [追加未実行（Uncommitted Add）]になります。動作ステータスは非アクティ
ブです。つまり、オブジェクトはまだデバイスに送信されていません。

[適用（Apply）]をクリックすると、デバイスが再起動し、進行中のコールが予期せず
終了します。

（注）

インフラストラクチャ設定インスタンスをネイティブ起動用にコピーするには、[コピー（Copy）]
をクリックします。[インフラストラクチャ設定 -製品インスタンスの設定（Infrastructure
Configuration - configure Product Instance）]ページで、[下書きの設定（Draft Configuration）]タブを
クリックして必要な情報を入力します。フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示

します。[適用された設定（Applied Configuration）]タブには、設定済みのインスタンスが表示さ
れます。[適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックします。インフ
ラストラクチャ設定インスタンスが「copy of」というプレフィックス付きで保存されます。
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ネイティブ起動用のインフラストラクチャ設定インスタンスを削除するには、次のいずれかを実

行します。

•ただちに設定済みのインスタンスをデバイスから削除するには、[削除（Delete）]をクリッ
クします。

•オーダーを後でプッシュする場合は、[削除のスケジュール（ScheduleDelete）]をクリックし
ます。

•設定済みのインスタンスがローカルに保存されて残っている場合は、[下書きの削除（Delete
Draft）]をクリックします。

オブジェクトのステータスは [削除未実行（UncommittedDelete）]になります。動作ステータスは
アクティブです。

[下書きの削除（Delete Draft）]を実行しても、他のインフラストラクチャ製品やユーザサービス
でそのインスタンスを引き続き使用できます。たとえば、あるルートパーティションに削除対象

のマークが付いている場合も、そのルートパーティションは回線または電話製品やコーリング

サーチスペースで選択可能です。

インフラストラクチャ設定インスタンスをネイティブ起動用に編集するには、変更するインスタ

ンスをクリックします。[下書きの設定（Draft Configuration）]タブで、必要な変更を行います。
フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示します。必要な情報を入力します。

[適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックし、変更を保存します。

Cisco Unified Communications Manager内で数値が指定されている設定値を消去するには、値と
して0を入力する必要があります。値を消去しただけでは、CiscoUnifiedCommunicationsManager
内の設定は解除されません。

（注）
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